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1

ようこそ

このマニュアルでは、BEA AquaLogic Interaction Analytics (「Analytics」) 2.0 を、

Windows、UNIX、Linux プラットフォームにインストールおよび導入する方法について説

明します。また、以前のバージョンから Analytics 2.0 にアップグレードする手順について

も説明します。

注意 : 「BEA AquaLogic Interaction Analytics」の旧称は「Plumtree Analytics」です。ただ

し、このマニュアルでは、ポータル オブジェクトの名前が以前の Plumtree 名のま

まになっている場合があります。また、ポータルのインストール パスの例に、

BEA ディレクトリではなく Plumtree ディレクトリが含まれている場合もあります。

このマニュアルの使用方法

対象ユーザー

このマニュアルは、Analytics のインストールおよびアップグレードを担当する管理者を対

象にしています。

このマニュアルでは、読者がプラットフォームのオペレーティング システム、データベー

ス、ウェブ サーバー、アプリケーション サーバー、および Analytics のインストールに必

要なその他のサードパーティ ソフトウェアの知識を習得していることを前提としていま

す。
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構成

この章では、Analytics の概要について説明し、Analytics コンポーネントのインストー

ル、導入、アップグレード、および管理の参考になるリソースを紹介します。

第 2 章、「インストール要件」では、ハードウェアおよびソフトウェアの要件、その他

のサードパーティ ソフトウェアの要件について説明します。インストールやアップグ

レードを行う前には、必ずこの章に目を通して要件が満たされるようにしてください。

第 3 章、「クイックスタートの概要」では、Analytics のインストール手順およびアッ

プグレード手順のハイレベルな概要を説明します。経験豊富な Analytics 管理者が 
Analytics をすばやくインストールおよびアップグレードするのに十分な情報を提供し

ます。また、クロス リファレンスによって他の章に記載された詳細な手順を参照でき

ます。

第 4 章、「インストール」では、Analytics のインストールおよび設定の手順を詳細に

説明します。

第 5 章、「アップグレード」では、Analytics 2.0 のアップグレード手順を詳細に説明し

ます。

記述方法

このマニュアルでは、以下の記述方法を使用します。

表 1-1  記述方法

項目 記述方法 例

• ファイル名

• フォルダ名

• 画面要素

太字 • Procedures.doc をポータルにアップロードしま

す。

• General フォルダを開きます。

• 変更内容を保存するには、[ 変更を適用 ] をク

リックします。

• 入力するテキスト コンピュータ 
フォント

• コミュニティの名前に Marketing と入力しま

す。
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BEA のドキュメントおよびリソース

この節では、BEA が提供しているドキュメントとリソースについて説明します。

• 入力する変数 コンピュータ 
フォント、斜
め体

• ポートレット サーバーのベース URL を入力し

てください。例 : http://my_computer/。

• ポータル オブジェ

クト名の例
斜め体 • 図 5 のナレッジ ディレクトリの例は、Human 

Resources フォルダです。

表 1-1  記述方法

項目 記述方法 例

表 1-2  BEA のドキュメントおよびリソース  ( ３ の １ )

リソース 説明

管理者用ガイド このマニュアルでは、Analytics の管理、メンテナンス、およびトラ

ブルシューティングの方法について説明しています。

リリース パッケージおよび edocs.beasys.co.jp/e-docs から電子形式 
(PDF) で入手できます。

リリース ノート Analytics 管理者用のファイルです。そのリリースに含まれている新

しい機能や既知の問題に関する情報が含まれています。

edocs.beasys.co.jp/e-docs/ から電子形式 (HTML) で入手できます。

開発者用ガイド、記
事、API 関連資料、

ブログ、ニュースグ
ループ、およびサン
プル コード

これらの開発者用リソースは、BEA dev2dev サイト 
(www.beasys.co.jp/dev2dev/) から入手できます。AquaLogic User 
Interaction を使用してカスタム アプリケーションを構築する方法や、

AquaLogic User Interaction 製品およびその機能をカスタマイズする方

法について説明しています。

導入ガイド ビジネス アナリストやシステム管理者向けの資料です。BEA 
AquaLogic User Interaction の導入計画の策定方法について説明してい

ます。

edocs.beasys.co.jp/e-docs/ から電子形式 (PDF) で入手できます。 

edocs.beasys.co.jp/e-docs
edocs.beasys.co.jp/e-docs/
www.beasys.co.jp/dev2dev/
edocs.beasys.co.jp/e-docs/
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オンライン ヘルプ オンライン ヘルプは、すべてのレベルの Analytics ユーザーが利用で

きます。Analytics のユーザー インタフェースの説明、およびコン

ソールやポータルで作業を行うための詳細手順が記載されています。

オンライン ヘルプにアクセスするには、ポータル バナーまたはコン

ソール ページの右上の端に表示されている [ ヘルプ ] をクリックし

てください。

AquaLogic User 
Interaction Support 
Center

AquaLogic User Interaction Support Center は、AquaLogic User 
Interaction 製品に関する技術情報の総合的なリポジトリです。

Support Center では、製品やドキュメントへのアクセス、ナレッジ 
ベースの記事の検索、最新のニュースや情報の参照、サポート コ
ミュニティへの参加、トレーニングの受講、AquaLogic User 
Interaction 関連のニーズに適合するツールの入手を行うことができま

す。Support Center には次のコミュニティが含まれています。 
Technical Support Center 

サポート問題や機能要求の提出および追跡、ナレッジ ベースの検索、

資料の入手、サービス パックおよびホット フィックスのダウンロー

ド等を行うことができます。

News & Events
News & Events Center は、導入の展開に関する情報を提供します。

Super User Group ページでは、他の開発者と情報交換したり、最新の

ミーティング内容を表示したりできます。

Product Center

製品のダウンロード、リリース ノートの参照、最新の製品資料の入

手、インターオペラビリティに関する情報の入手などが可能です。

Education Center 

トレーニング コースに関する情報の入手、トレーニング クレジット

の購入、受講するための登録を行うことができます。

次のサイトにログインしても Support Center が表示されない場合は、

アクセス権を得るために support-alui.jp@bea.com にお問い合わせく

ださい。
http://portal.plumtree.com

表 1-2  BEA のドキュメントおよびリソース  ( ３ の ２ )

リソース 説明

mailto:support-alui.jp@bea.com
http://portal.plumtree.com
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www.beasys.co.jp/dev
2dev/

開発者用のツールや資料をダウンロードしたり、開発プロジェクト
に対してサポートを得たり、BEA の dev2dev ニュースグループを通

じて他の開発者と連絡を取ることができます。

技術サポート 上記のリソースを使用しても問題を解決できない場合は、BEA 技術

サポートにお問い合わせください。弊社のスタッフが、24 時間 365 
日体制でお客様の技術サポート ニーズに対応致します。 

電子メール : support-alui.jp@bea.com

電話番号 :  

米国およびカナダ +1 415.263.1696 または +1 866.262.PLUM (7586)

アジア パシフィック +61 2.9931.7822
ヨーロッパと英国 +44 (0) 1628 589124

フランス +33 1.46.91.86.79

シンガポール +65 6832.7747

表 1-2  BEA のドキュメントおよびリソース  ( ３ の ３ )

リソース 説明

mailto:support-alui.jp@bea.com
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2

インストール要件

次の基本手順に従って、導入に備えてネットワークおよびホスト コンピュータを準備しま

す。

1. 導入の進め方に影響をもたらす可能性のある、互換性の問題、既知の問題、および回
避策に関する情報について、製品のリリース ノートを参照します。リリース ノート

は、製品パッケージのトップレベル ディレクトリにあります。

2. Analytics インストールおよび設定ワークシート ドキュメント 
(Analytics_Installation_and_Configuration_Worksheets.pdf) の設定ワークシートを印

刷します。

3. この導入で割り当てた値を特定し、それらの値を Analytics インストールおよび設定

ワークシート ドキュメントに記録します。

4. 導入に備えてホスト コンピュータをプロビジョニングして、必要なソフトウェアをイ

ンストールします。詳細については、2-2 ページの「ハードウェアおよびソフトウェア

の要件」を参照してください。
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ハードウェアおよびソフトウェアの要件

次の表に、Analytics に必要なハードウェア、オペレーティング システム、およびソフト

ウェアの要件をまとめます。

警告 : IPv6 はサポートされていません。Analytics をインストールする前に、IPv6 が無効

になっていることを確認してください。

注意 : サポートされるバージョンの最新リストについては、Support Center の 
[Interoperability] ページを参照してください。

表 2-1  ハードウェアおよびソフトウェアの要件

コンポーネント 要件

Analytics ホスト コン

ピュータ

ハードウェア

• 1.6 GHz 以上、L2 キャッシュ 2MB

• メモリ 1 GB

• ディスク容量 2 GB

オペレーティング システム

• Windows 2003 Server SP1

• x86 搭載の Red Hat Enterprise Linux 3 Update 3 (ES & AS)

• x86 搭載の SUSE Linux 9

• POWER3、POWER4、POWER5 搭載の AIX 5.3

• SPARC 搭載の Solaris 8 および 9
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データベース サーバー ホ
スト コンピュータ

ハードウェア

• デュアル 2.0 GHz 以上、L2 キャッシュ 2MB

• メモリ 2 GB 以上

• ミラーリングされた SCSI ドライブ (15K または 10K RPM)

• Analytics データマートのデータ量の増加に対応できるディスク容

量。データ量の増加は、発生するイベントの数と密接に関係して
います。イベントには、ページ ビュー、ポートレット ビュー、

ユーザー ログイン、ディスカッション投稿などがあります。100 
万件のイベントを格納するのに、約 100 MB のディスク容量が必

要になります。例えば、ポータルで 1 日に受信するイベントが 
100 万件だとすると、1 年間で 36.5 GB のディスク容量が必要に

なる計算です。

ソフトウェア

• Microsoft SQL Server 2000 SP3a (Windows のみ )

• Oracle 9.0.2.5 以上 ( デフォルトまたは Oracle RAC 設定 )

• Oracle 10.1.0.3 以上 ( デフォルトまたは Oracle RAC 設定 )

対応ポータル バージョン • Plumtree Corporate Portal 5.0.5、Plumtree Corporate Portal 5.0.5J

• Plumtree Foundation 6.0 SP1

ブラウザ • Microsoft Internet Explorer 5.5 以上

• Netscape Navigator 7.1 以上

• Mozilla Firefox 1.0 以上

Collaboration • Collaboration 4.0.2 以上

Publisher • Publisher 6.1 以上

Studio • Studio 2.0.3 以上

注意 : Analytics には、Studio 固有のレポートは含まれていません。

この要件は、基本的な互換性を確保するためのものです。

表 2-1  ハードウェアおよびソフトウェアの要件

コンポーネント 要件
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注意 : システム PATH 環境変数に、現在のディレクトリへの参照が含まれていることを

確認してください。現在のディレクトリへの参照を追加するには、パスの先頭に
ピリオド「.」を追加します。以下に例を示します。

UNIX および Linux の例 :export PATH=.:$PATH

Windows の例 :set PATH=.;%PATH%

Analytics で必要なポート

次の表に、Analytics から使用できるようにしておく必要のあるポートをまとめます。

注意 : これらのポート番号は、Analytics のインストール中や設定時に変更できます。た

だし、ポート 31314 は変更できません。

表 2-2  Analytics で必要なポート

通信 説明

ポータルから Analytics へのポート 31314 データ収集に使用

ポータルから Analytics へのポート 11944 レポートの表示に使用

Analytics から Image Service へのポート 80 Image Service に格納されているオブジェクトを 
Analytics レポートに埋め込むために使用

Analytics から Portal DB および 
Collaboration DB へのポート ( 使用される

ポートは、SQLServer は 1433、Oracle は 
1521 などのようにデータベース実装によっ

て異なる )

ポータルまたは Collaboration からのデータの同期に

使用

Analytics から API Service マシンへのポート 
11905

ポータルからのデータの同期に使用
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3

クイックスタートの概要

この章では、Analytics のインストールおよびアップグレードに関する高度な手順を簡単に

説明します。またこの章は、インストールおよびアップグレードの手順を経験豊富な開発
者の方にすばやく理解していただくことを目的としています。

この章は、主に以下の 2 つの節から構成されています。

インストール。この節では、Analytics コンポーネントのインストールと設定、データ

ベースのスクリプトの実行、インストールの開始および検証について説明します。こ
の節の構成は、第 4 章「インストール」の手順にそのまま対応しています。

アップグレード。この節では、Analytics のバージョンを最新バージョンにアップグ

レードする方法について説明します。この節の構成は、第 5 章「アップグレード」の

手順にそのまま対応しています。

インストール

Analytics をインストールする前に、インストールの準備手順が済んでいることを確認して

ください。詳細については、2-1 ページの「インストール要件」を参照してください。
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Analytics サービスのインストール

このタスクの実行に関する詳細については、4-2 ページの「Analytics サービスのインス

トール」を参照してください。

Analytics サービスをインストールするには、次の手順に従います。

1. リモート サーバーのホスト コンピュータにログインします。その際、Windows の場合

はローカル管理者として、UNIX および Linux の場合はディレクトリの書き込み権限が

付与されたユーザーとしてログインしてください。

2. インストーラの起動に使用するディスク領域にインストーラをコピーします。

3. Analytics インストーラを起動します。

– Windows ホストの場合、インストーラは、ptanalytics_G5.exe (Corporate Portal 
5.0) または ptanalytics_G6.exe (Foundation 6.0) です。

– UNIX および Linux ホストの場合、インストーラは ptanalytics_G5 (Corporate 
Portal 5.0) または ptanalytics_G6 (Foundation 6.0) です。

4. Analytics サービス コンポーネントのインストールを選択します。

5. インストーラによって、すべてのファイルがインストール ディレクトリにコピーされ

ます。コピーが完了したら [Done] をクリックします。Analytics Configurator が起動し

ます。ただし、この時点では設定を完了しないようにしてください。

Analytics データベースの設定

データベースのプラットフォームに応じて、以下のいずれかの手順を実行します。

Microsoft SQL Server データベースの作成と設定

Oracle データベースの作成と設定

Microsoft SQL Server データベースの作成と設定

このタスクの実行に関する詳細については、4-4 ページの「Microsoft SQL Server データ

ベースの作成と設定」を参照してください。

Microsoft SQL Server データベースを作成および設定するには、次の手順に従います。
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1. <PT_HOME>\ptanalytics\2.0\sql\mssql に格納されているスクリプトを、データベース

のホスト コンピュータにコピーします。

2. 次の手順に従って、Analytics データベースのユーザーを作成します。

a. Enterprise Manager で新しいログインを作成します。その際のユーザー名としては、

Analytics の設定ワークシートに記入したユーザー名を使用してください。設定ワー

クシートは、Analytics インストールおよび設定ワークシート ドキュメントに含ま

れています。

b. [ 認証 ] で [SQL Server 認証 ] を選択し、対応するパスワードを入力および確認入力

します。

3. 以下のプロパティ設定で Analytics データベースを作成します。

– Analytics の設定ワークシートに記入した名前でデータベースを作成します。設定

ワークシートは、Analytics インストールおよび設定ワークシート ドキュメントに

含まれています。

– データベースのサイズを設定します。データベースのデータ量の増加は、システム
内に存在する「イベント」の数と密接に関係しています。100 万件のイベントを格

納するのに、約 100MB のディスク容量が必要になります。詳細については、

『BEA AquaLogic Interaction Analytics 管理者用ガイド』を参照してください。

4. 次の手順に従って、データベースに対する権限を Analytics データベース ユーザーに割

り当てます。

a. Analytics データベース ユーザーに、Analytics データベースの public および 
db_owner データベース ロールを割り当てます。 

b. Analytics データベースのプロパティで、Analytics データベース ユーザーにすべて

の権限を付与します。

5. SQL Server Query Analyzer を起動し、SQL Server 認証を使用して、Analytics データ

ベース ユーザーとして Analytics データベースに接続します。

6. <PT_HOME>\ptanalytics\2.0\sql\mssql\ ディレクトリに格納されているデータベース設

定スクリプトを、次の順序で実行します ( 必ず Analytics データベースに対して実行し

てください )。

a. db_creation.sql

b. install_seeddata.sql
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7. SQL Service Query Analyzer で、ポータル データベースのユーザーとしてポータル 
データベースに接続します。

8. <PT_HOME>\ptanalytics\2.0\sql\mssql\ に格納されている 
portal_security_service_install.sql 設定スクリプトを、ポータル データベースに対して実

行します。

9. SQL Server Query Analyzer を閉じます。

Oracle データベースの作成と設定

このタスクの実行に関する詳細については、4-6 ページの「Oracle データベースの作成と

設定」を参照してください。

Oracle データベースを作成および設定するには、次の手順に従います。

1. <PT_HOME>\ptanalytics\2.0\sql 内の oracle ディレクトリを、Analytics データベース

のホスト コンピュータにコピーします。

2. Oracle のシステム ファイルの所有者として Analytics データベースのホスト コン

ピュータにログオンします。

3. 以下のスクリプトを、sysdba として Oracle データベースに対して実行します。

a. このインストールで使用する SID の名前を特定します。ポータルのインストール時

にデフォルト SID 名を別の名前に変更した場合は、

create_analytics_tablespaces.sql を編集してその変更を反映する必要があります。

このスクリプト内に記述されているすべてのデフォルト SID 名を、変更後の SID 名
で置換してください。Plumtree Corporate Portal 5.x のデフォルト SID 名は PLUM で
す。Plumtree Foundation 6.x のデフォルト SID 名は PLUM10 です。

新しい SID を作成する場合は、データベースの文字セットとして AL32UTF8、各

国文字セットとして AL16UTF16 を設定します。

b. create_analytics_tablespaces.sql スクリプトを実行します。

c. create_analytics_user.sql スクリプトを実行します。デフォルト以外のユーザーおよ

びパスワードが使用されるようにスクリプトを編集する方法については、4-6 ペー

ジの「Oracle データベースの作成と設定」を参照してください。

d. Oracle データベースのユーザーおよびパスワードの値を、Analytics の設定ワーク

シートに記入します。設定ワークシートは、Analytics インストールおよび設定ワー

クシート ドキュメントに含まれています。
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e. create_analytics_user.sql スクリプトを実行します。

4. 前の手順で作成した analytics ユーザーとして、次の手順を実行します。実行するスク

リプトは、手順 1 でコピーした oracle ディレクトリに格納されています。

a. create_analytics_schema.sql スクリプトを実行します。

b. install_analytics_seeddata.sql スクリプトを実行します。

5. AquaLogic Interaction のインストール時に作成した ALI ユーザーとして、ポータル 
データベースに対して portal_security_service_install.sql スクリプトを実行します。こ

のスクリプトは、手順 1 でコピーした oracle ディレクトリに格納されています。

6. データベースに付属している分析ツールをポータル データベースに対して実行し、

データベースの効率を向上させます。

Analytics の設定

このタスクの実行に関する詳細については、4-8 ページの「Analytics の設定」を参照して

ください。

Analytics を設定するには、次の手順に従います。

1. Analytics Configurator を起動します。

– Windows の場合は、[ スタート | プログラム | BEA | Analytics Configurator] を選

択します。

– UNIX および Linux の場合は、ウェブ ブラウザで 
http://localhost:11944/configurator/ui/start.jsf を開きます。

2. Analytics Configurator ワークシートに記入した値を各設定ページに入力します。この

ワークシートは、Analytics インストールおよび設定ワークシート ドキュメントに含ま

れています。

3. 入力した設定の要約がインストーラ画面に表示されます。画面の内容を確認し、必要
に応じて変更を加えます。変更する必要がない場合は [ 更新 ] をクリックします。
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Interaction コンポーネントのインストール

このタスクの実行に関する詳細については、4-14 ページの「Interaction コンポーネントの

インストール」を参照してください。

Interaction コンポーネントは、ポータルをホストするすべてのサーバーにインストールし

ます。インストール手順は、Windows、UNIX、および Linux ホストでほぼ共通です。異

なる部分については、その都度明記します。

注意 : Interaction コンポーネントを、Plumtree Analytics ポータル コンポーネント、

Analytics プラグインと呼ぶこともあります。

注意 : Interaction コンポーネントは、AquaLogic Interaction をアップグレードするたびに

再インストールする必要があります。

Interaction コンポーネントをインストールするには、次の手順に従います。 

1. AquaLogic Interaction をインストールしたときと同じユーザーで、ポータルのホスト コ
ンピュータにログインします。

2. Java アプリケーション サーバーで実行している場合は、アプリケーション サーバーを

シャットダウンします。

3. Analytics インストーラを起動します。

– Windows ホストの場合、インストーラは、ptanalytics_G5.exe (Corporate Portal 
5.0) または ptanalytics_G6.exe (Foundation 6.0) です。

– UNIX および Linux ホストの場合、インストーラは ptanalytics_G5 (Corporate 
Portal 5.0) または ptanalytics_G6 (Foundation 6.0) です。

4. Interaction コンポーネントのインストールを選択します。

5. 次のいずれかの操作を実行します。

– Java で実行している場合は、アプリケーション サーバーを再起動します。その後、

ポータル アプリケーション サーバーに portal.war または portal.ear ファイルを再導

入します。

– IIS で実行している場合は、IIS を再起動します。
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Image Service コンポーネントのインストール

このタスクの実行に関する詳細については、4-16 ページの「Image Service コンポーネント

のインストール」を参照してください。

Image Service コンポーネントをインストールするには、次の手順に従います。

1. ローカル管理者として、または AquaLogic Interaction のインストール時に作成した ALI 
ユーザーとして、Image Service のホスト コンピュータにログインします。

2. インストーラの起動に使用するディスク領域にインストーラをコピーします。

3. Analytics インストーラを起動します。

– Windows ホストの場合、インストーラは、ptanalytics_G5.exe (Corporate Portal 
5.0) または ptanalytics_G6.exe (Foundation 6.0) です。

– UNIX および Linux ホストの場合、インストーラは ptanalytics_G5 (Corporate 
Portal 5.0) または ptanalytics_G6 (Foundation 6.0) です。

4. Image Service コンポーネントのインストールを選択します。

Automation Service コンポーネントのインス

トール

このタスクの実行に関する詳細については、4-17 ページの「Automation Service コンポー

ネントのインストール」を参照してください。

Automation Service コンポーネントをインストールするには、次の手順に従います。

1. ローカル管理者として、または AquaLogic Interaction のインストール時に作成した ALI 
ユーザーとして、Automation Service のホスト コンピュータにログインします。

2. インストーラの起動に使用するディスク領域にインストーラをコピーします。

3. Analytics インストーラを起動します。

– Windows ホストの場合、インストーラは、ptanalytics_G5.exe (Corporate Portal 
5.0) または ptanalytics_G6.exe (Foundation 6.0) です。

– UNIX および Linux ホストの場合、インストーラは ptanalytics_G5 (Corporate 
Portal 5.0) または ptanalytics_G6 (Foundation 6.0) です。
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4. Automation Service コンポーネントのインストールを選択します。

5. Analytics Configurator を起動します。

– Windows の場合は、[ スタート | プログラム | BEA | Analytics Configurator] を選

択します。

– UNIX および Linux の場合は、ウェブ ブラウザで 
http://localhost:11944/configurator/ui/start.jsf を開きます。

Analytics サービスおよびポータル サービスの

開始

このタスクの実行に関する詳細については、4-19 ページの「Analytics サービスおよびポー

タル サービスの開始」を参照してください。

Analytics サービスおよびポータル サービスを開始するには、次のいずれかの操作を実行

します。

Windows の場合は、Windows のコントロール パネルで BEA AquaLogic Interaction 
Analytics サービスが開始されていることを確認します。次に、BEA AquaLogic 
Interaction Analytics Collector サービスが開始されていることを確認します。

UNIX および Linux の場合は、<PT_HOME>/ptanalytics/2.0/bin/analyticsd.sh start コ
マンドを使用して、BEA AquaLogic Interaction Analytics サービスが開始されているこ

とを確認します。次に、<PT_HOME>/ptanalytics/2.0/bin/collectord.sh start コマンド

を使用して、BEA AquaLogic Interaction Analytics Collector サービスが開始されている

ことを確認します。

ポータルへの Analytics の登録

この節では、Analytics Console、リモート サーバー、ウェブ サービス、およびポートレッ

ト オブジェクトを、6.x ポータルに登録する方法について説明します。このタスクの実行

に関する詳細については、4-20 ページの「ポータルへの Analytics の登録」を参照してく

ださい。
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Analytics アプリケーション、リモート サーバー、ウェブ サービス、およびポートレット

をポータルに登録するには、移行ユーティリティを使用して移行パッケージ analytics6.pte 
をインポートします。

5.x ポータルでの移行パッケージのインポートについては、『プラムツリー コーポレート 
ポータル管理者用ガイド』を参照してください。5.x 移行パッケージのファイル名は、

analytics5.pte です。

Automation Service への Analytics ジョブの

追加

この節では、Automation Service にすべての Analytics ジョブを追加する方法について説明

します。Analytics ジョブは、Automation Service に追加することで自動的に実行できます。

このタスクの実行に関する詳細については、4-21 ページの「Automation Service への 
Analytics ジョブの追加」を参照してください。

Automation Service に Analytics ジョブを追加するには、次の手順に従います。

1. 管理者ポータルにログインします。

2. [ 管理 ] で [Automation Service] を選択します。

3. Automation Service がオンラインになっていることを確認します。

4. [Edit Automation Services] で、Analytics ジョブがインストールされているコンピュー

タの名前をクリックします。

[ フォルダの登録 ] ウィンドウが表示されます。

5. [ フォルダの追加 ] をクリックします。

[ ジョブ フォルダの追加 ] ウィンドウが表示されます。

6. [Analytics] フォルダを展開します。

7. [Analytics Jobs] フォルダを展開します。

8. [OK] をクリックして [ フォルダの登録 ] ウインドウを閉じます。

9. [ 終了 ] をクリックします。

Automation Service によって Analytics ジョブが実行されます。Analytics ジョブを 
Automation Service に追加したときに、他の Automation Service ジョブがキューに入っ
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ているか実行中である場合、追加した Analytics ジョブはそれらのジョブが完了した後

に実行されます。

10. しばらく時間を置いてから、追加した Analytics ジョブが正常に完了したかどうかを確

認します。正常に完了していない Analytics ジョブがあった場合は、それらのジョブが

再実行されるようにスケジュール設定します。

アップグレード

アップグレード パス

次の表に、Analytics でサポートされているデータベース アップグレード パスをまとめま

す。

Analytics のアップグレード

この節では、以下のトピックについて説明します。

Analytics バージョン 1.2 から 2.0 へのアップグレード

Analytics バージョン 1.1 から 2.0 へのアップグレード

Analytics バージョン 1.2 から 2.0 へのアップグレード

この節では、Analytics 1.2 から Analytics 2.0 にアップグレードする方法について説明しま

す。

Analytics 1.2 から Analytics 2.0 にアップグレードするには、次の手順に従います。

表 3-1  アップグレード パス

アップグレード パス アップグレードに関する資料

1.2 から 2.0 この章の手順に従ってください。

1.1 から 2.0 この章の手順に従ってください。
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1. Plumtree Analytics サービスが実行中でないことを確認します。

2. Plumtree Analytics Collector サービスが実行中でないことを確認します。

3. PT_HOME\common\container\tomcat\5.0.28\work ディレクトリ内の Analytics フォルダ

を削除します。

4. Analytics サービスをインストールします。詳細については、4-2 ページの「Analytics 
サービスのインストール」を参照してください。インストール ディレクトリを指定す

る画面が表示されます。既存のソフトウェアと同じ場所にインストールする場合は、
デフォルトのインストール ディレクトリをそのまま使用します。 

注意 : スクリプト ファイル sync.bat は削除されます。AnalyticsRunJobs.bat ファイル

が追加され、Automation Service ジョブとして自動的に実行されるようにスケ

ジュール設定されます。

5. upgrade_1.x_to_2.0.sql スクリプト 
(<PT_HOME>\ptanalytics\2.0\sql\<database>\upgrade_1.x_to_2.0.sql) を実行して 
Analytics データベースをアップグレードします。 

6. portal_security_service_install.sql 設定スクリプトを、ポータル データベースに対して実

行します。このスクリプトは、<PT_HOME>\ptanalytics\2.0\sql\mssql\ に格納されてい

ます。

7. Analytics Configurator を起動して Analytics を再設定します。詳細については、

4-8 ページの「Analytics の設定」を参照してください。

8. 次のスクリプトを実行して Analytics データベースをパーティション化します。

– AnalyticsPartition.bat (Windows): 
<PT_HOME>\ptanalytics\2.0\bin\AnalyticsPartition.bat

– AnalyticsPartition.sh (UNIX): 
<PT_HOME>/ptanalytics/2.0/bin/AnalyticsPartition.sh

9. (Oracle のみ ) データベースに付属している分析ツールをポータル データベースと 
Analytics データベースの両方に対して実行し、データベースの効率を向上させます。

10. Interaction コンポーネントをインストールします。詳細については、4-14 ページの

「Interaction コンポーネントのインストール」を参照してください。

11. Image Service コンポーネントをインストールします。詳細については、4-16 ページの

「Image Service コンポーネントのインストール」を参照してください。
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12. Analytics サービスを一旦停止してから再開します。詳細については、4-19 ページの

「Analytics サービスおよびポータル サービスの開始」を参照してください。

13. 移行パッケージをインポートして、Analytics アプリケーション、リモート サーバー、

ウェブ サービス、およびポートレットをポータルに登録します。この操作を 6.x ポー

タルで実行する場合は、4-20 ページの「ポータルへの Analytics の登録」を参照してく

ださい。5.x ポータルでの移行パッケージのインポートについては、『プラムツリー 
コーポレート ポータル管理者用ガイド』を参照してください。

14. Automation Service コンポーネントをインストールします。詳細については、4-17 ペー

ジの「Automation Service コンポーネントのインストール」を参照してください。

15. Automation Service に Analytics ジョブを追加します。詳細については、4-21 ページの

「Automation Service への Analytics ジョブの追加」を参照してください。

Analytics バージョン 1.1 から 2.0 へのアップグレード

この節では、Analytics 1.1 から Analytics 2.0 にアップグレードする方法について説明しま

す。

Analytics 1.1 から Analytics 2.0 にアップグレードするには、次の手順に従います。

1. Plumtree Analytics サービスが実行中でないことを確認します。

2. Plumtree Analytics Collector サービスが実行中でないことを確認します。

3. PT_HOME\common\container\tomcat\5.0.28\work ディレクトリ内の Analytics フォルダ

を削除します。

4. Analytics サービスをインストールします。詳細については、4-2 ページの「Analytics 
サービスのインストール」を参照してください。インストール ディレクトリを指定す

る画面が表示されます。既存のソフトウェアと同じ場所にインストールする場合は、
デフォルトのインストール ディレクトリをそのまま使用します。 

注意 : スクリプト ファイル sync.bat は削除されます。AnalyticsRunJobs.bat ファイル

が追加され、Automation Service ジョブとして自動的に実行されるようにスケ

ジュール設定されます。

5. upgrade_1.x_to_2.0.sql スクリプト 
(<PT_HOME>\ptanalytics\2.0\sql\<database>\upgrade_1.x_to_2.0.sql) を実行して 
Analytics データベースをアップグレードします。
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6. portal_security_service_install.sql 設定スクリプトを、ポータル データベースに対して実

行します。このスクリプトは、<PT_HOME>\ptanalytics\2.0\sql\mssql\ に格納されてい

ます。

7. Analytics Configurator を起動して Analytics を再設定します。詳細については、

4-8 ページの「Analytics の設定」を参照してください。

注意 : 1.1 から 2.0 へのアップグレード中に Analytics Configurator を起動する場合は、

すべてのデータベースで API サービス URL およびパスワードを再入力する必要が

あります。

8. 次のスクリプトを実行して Analytics データベースをパーティション化します。

– AnalyticsPartition.bat (Windows): 
<PT_HOME>\ptanalytics\2.0\bin\AnalyticsPartition.bat

– AnalyticsPartition.sh (UNIX/Linux):
<PT_HOME>/ptanalytics/2.0/bin/AnalyticsPartition.sh

9. (Oracle のみ ) データベースに付属している分析ツールをポータル データベースと 
Analytics データベースの両方に対して実行し、データベースの効率を向上させます。

10. Interaction コンポーネントをインストールします。詳細については、4-14 ページの

「Interaction コンポーネントのインストール」を参照してください。

注意 : Analytics 2.0 へのアップグレードでは、ポータル サーバーから Analytics Service 
サーバーへのイベント メトリクスの送信に使用するポートが 31314 に変更されま

す。ポータル サーバーと Analytics Service サーバーの間の 31314 ポートが開かれて

いることを確認してください。Analytics で使用するその他のポートの一覧につい

ては、2-4 ページの「Analytics で必要なポート」を参照してください。

11. Image Service コンポーネントをインストールします。詳細については、4-16 ページの

「Image Service コンポーネントのインストール」を参照してください。

12. Analytics サービスを一旦停止してから再開します。詳細については、4-19 ページの

「Analytics サービスおよびポータル サービスの開始」を参照してください。

13. 移行パッケージをインポートして、Analytics アプリケーション、リモート サーバー、

ウェブ サービス、およびポートレットをポータルに登録します。この操作を 6.x ポー

タルで実行する場合は、4-20 ページの「ポータルへの Analytics の登録」を参照してく

ださい。5.x ポータルでの移行パッケージのインポートについては、『プラムツリー 
コーポレート ポータル管理者用ガイド』を参照してください。
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14. Automation Service コンポーネントをインストールします。詳細については、4-17 ペー

ジの「Automation Service コンポーネントのインストール」を参照してください。

15. Automation Service に Analytics ジョブを追加します。詳細については、4-21 ページの

「Automation Service への Analytics ジョブの追加」を参照してください。
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4

インストール

この章では、Analytics サービスおよびコンポーネントをインストールするための以下の手

順について説明します。

1. インストールの準備手順が済んでいること確認します。詳細については、2-1 ページの

「インストール要件」を参照してください。

2. リモート サーバーのホスト コンピュータに Analytics サービスをインストールします。

詳細については、4-2 ページの「Analytics サービスのインストール」を参照してくだ

さい。

3. Analytics データベースを設定します。詳細については、4-4 ページの「Analytics デー

タベースの設定」を参照してください。

4. Analytics を設定します。詳細については、4-8 ページの「Analytics の設定」を参照し

てください。

5. インストール パッケージの Interaction コンポーネントをすべてのポータル サーバーに

インストールします。詳細については、4-14 ページの「Interaction コンポーネントの

インストール」を参照してください。

6. インストール パッケージの Image Service コンポーネントを Image Service ホストにイ

ンストールします。詳細については、4-16 ページの「Image Service コンポーネントの

インストール」を参照してください。

7. インストール パッケージの Automation Service コンポーネントを Automation Service 
ホストにインストールし、Analytics Configurator の各ページで Automation Service コ
ンポーネントの設定を行います。詳細については、4-17 ページの「Automation Service 
コンポーネントのインストール」を参照してください。
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8. Analytics サービスとポータル サービスを開始します。詳細については、4-19 ページの

「Analytics サービスおよびポータル サービスの開始」を参照してください。

9. Analytics アプリケーション、リモート サーバー、ウェブ サービス、およびポートレッ

トをポータルに登録します。詳細については、4-20 ページの「ポータルへの Analytics 
の登録」を参照してください。

10. Automation Service に Analytics ジョブを追加します。詳細については、4-21 ページの

「Automation Service への Analytics ジョブの追加」を参照してください。

Analytics サービスのインストール

この節では、コア アプリケーション (Analytics サービス、Analytics Collector サービスを含

む ) をインストールする方法について説明します。インストール手順は、Windows、
UNIX、および Linux ホストでほぼ共通です。異なる部分については、その都度明記しま

す。Analytics サービスをインストールするには、次の手順に従います。

1. リモート サーバーのホスト コンピュータにログインします。その際、Windows の場合

はローカル管理者として、UNIX および Linux の場合はディレクトリの書き込み権限が

付与されたユーザーでログインしてください。

2. インストーラの起動に使用するディスク領域にインストーラをコピーします。インス
トーラ ファイルは次のいずれかです。

– Windows: ptanalytics_G5.exe (Corporate Portal 5.0) または ptanalytics_G6.exe 
(Foundation 6.0)

– UNIX: ptanalytics_G5 (Corporate Portal 5.0) または ptanalytics_G6 (Foundation 6.0)

3. 不要なアプリケーションをすべて閉じます。

4. インストーラ ファイルを実行します。
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5. Analytics サービスのインストール ワークシートに記入した設定に従って、次の表に示

すインストール ウィザードの各ページに情報を入力します。インストール ワークシー

トは、Analytics インストールおよび設定ワークシート ドキュメントに含まれていま

す。

6. ウィザードの最後のページで、[Install] をクリックします。

注意 : インストーラによって、すべてのファイルがインストール ディレクトリにコピー

されます。コピーが完了したら [Done] をクリックします。Analytics Configurator 
が起動します。ただし、この時点では設定を完了しないようにしてください。先
に、4-4 ページの「Analytics データベースの設定」の説明に従って Analytics デー

タベースを設定します。なお、UNIX および Linux システムでは、デフォルト ブラ

ウザが指定されていないと Analytics Configurator が起動しません。

注意 : このインストールでは、インストール ディレクトリ ( 例えば C:\bea\alui) にログ 
ファイルが生成されます。インストールの間に問題が発生した場合は、このログ 
ファイルのエラー メッセージを確認してください。

警告 : 設定作業を始める前に、Analytics を実行するサーバーとポータルを実行するサー

バーのシステム時刻を同期させておくことをお勧めします。システム時刻が揃っ
ていないと、イベントや同期ジョブが正しく実行されないことがあります。

表 4-1  インストール ウィザードのページ - Analytics サービス

ウィザードのページ 説明

[License Agreement] ライセンス契約を確認し、承諾する必要があります。 

[Choose Components] [Analytics Services] を選択します。 

[ インストール ディレ

クトリ ]
デフォルトのディレクトリは次のとおりです。

• C:\bea\alui (Windows)

• /opt/bea/alui (UNIX および Linux)

[Application Port] [http] または [https] プロトコルを選択します。デフォルト ポートは 
11944 です。このポートは、ポータルが Analytics でポートレット UI 
を検索するために使用します。
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Analytics データベースの設定

この節では、Analytics データベースの設定手順について説明します。以下のトピックにつ

いて説明します。

Microsoft SQL Server データベースの作成と設定

Oracle データベースの作成と設定

Microsoft SQL Server データベースの作成と設

定

Microsoft SQL Server 上に Analytics データベースを作成するには、次の手順に従います。

1. <PT_HOME>\ptanalytics\2.0\sql\mssql に格納されているスクリプトを、データベース

のホスト コンピュータにコピーします。

2. 次の手順で、Analytics データベースのユーザーを作成します。

a. [ スタート | プログラム | Microsoft SQL Server | Enterprise Manager] を選択して 
Enterprise Manager を起動します。 

b. ナビゲーション枠でオブジェクトを展開し、[ セキュリティ ] フォルダのサブフォ

ルダを表示します。

c. [ ログイン ] アイコンを右クリックし、[ 新規ログイン ] をクリックします。

d. [SQL Server ログインのプロパティ ] ダイアログ ボックスに、Analytics の設定ワー

クシートに記入したユーザー名を入力します。設定ワークシートは、Analytics イン

ストールおよび設定ワークシート ドキュメントに含まれています。

e. [ 認証 ] エリアで、[SQL Server 認証 ] を選択して、対応するパスワードを入力しま

す。 

f. パスワードの確認を行ってプロセスを完了させます。

3. 以下のプロパティ設定で Analytics データベースを作成します。
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– Analytics の設定ワークシートに記入した名前でデータベースを作成します。設定

ワークシートは、Analytics インストールおよび設定ワークシート ドキュメントに

含まれています。

– データベースのサイズを設定します。データベースのデータ量の増加は、システム
内に存在する「イベント」の数と密接に関係しています。イベントには、ページ 
ビュー、ポートレット ビュー、ユーザー ログイン、ディスカッション投稿などが

あります。100 万件のイベントを格納するのに、約 100MB のディスク容量が必要

になります。例えば、ポータルで 1 日に受信するイベントが 100 万件だとすると、

1 年間で 36.5GB のディスク容量が必要になる計算です。

4. 次の手順に従って、データベースに対する権限を Analytics データベース ユーザーに割

り当てます。

a. [ スタート | プログラム | Microsoft SQL Server | Enterprise Manager] を選択して 
Enterprise Manager を起動します。 

b. ナビゲーション枠でオブジェクトを展開し、[ セキュリティ ] フォルダを選択しま

す。

c. オブジェクト枠で、Analytics ユーザーを右クリックして [ プロパティ ] を選択しま

す。

d. [ 一般 ] タブの [Defaults] セクションで Analytics データベースを選択します。

e. [ データベース アクセス ] タブをクリックします。 

f. [ このログインがアクセスできるデータベースを指定します ] ボックスで、

Analytics データベースを選択します。

g. [ データベース ロール ( データベース名 )] で、[public] と [db_owner] を選択しま

す。

h. [OK] をクリックします。

i. ナビゲーション枠で、オブジェクトを展開して Analytics データベースを表示し、

Analytics データベースを右クリックして [ プロパティ ] を選択します。

j. [ 権限 ] タブをクリックして、Analytics データベース ユーザーにすべての権限を付

与します。

k. [OK] をクリックします。

5. SQL Server Query Analyzer を起動し、SQL Server 認証を使用して、Analytics データ

ベース ユーザーとして Analytics データベースに接続します。
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6. <PT_HOME>\ptanalytics\2.0\sql\mssql\ フォルダに格納されているデータベース設定ス

クリプトを、次の順序で実行します ( 必ず Analytics データベースに対して実行してく

ださい )。

a. db_creation.sql

b. install_seeddata.sql

スクリプトを実行するには、[ ファイル | 開く ] を選択して [ クエリ ファイルを開

く ] ダイアログ ボックスを表示します。次に、データベースのスクリプト ファイ

ルを参照して選択し、[ クエリ | 実行 ] をクリックします。

7. SQL Service Query Analyzer で、ポータル データベースのユーザーとしてポータル 
データベースに接続します。

8. <PT_HOME>\ptanalytics\2.0\sql\mssql\ に格納されている 
portal_security_service_install.sql 設定スクリプトを、ポータル データベースに対して実

行します。

9. SQL Server Query Analyzer を閉じます。

以上の手順が完了したら、4-8 ページの「Analytics の設定」の説明に従って Analytics アプ

リケーションを設定します。

Oracle データベースの作成と設定

Analytics Oracle データベースを作成および設定するには、次の手順に従います。

1. <PT_HOME>\ptanalytics\2.0\sql 内の oracle ディレクトリを、Analytics データベース

のホスト コンピュータにコピーします。このフォルダには、Analytics Oracle データ

ベースの設定に使用するスクリプトが格納されています。

2. Oracle のシステム ファイルの所有者として Analytics データベースのホスト コン

ピュータにログオンします。

3. Oracle データベースで、system ユーザーとして次の手順を実行します。

a. このインストールで使用する SID の名前を特定します。ポータルのインストール時

にデフォルト SID 名を別の名前に変更した場合は、

create_analytics_tablespaces.sql を編集してその変更を反映する必要があります。
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このスクリプト内に記述されているすべてのデフォルト SID 名を、変更後の SID 名
で置換してください。Plumtree Corporate Portal 5.x のデフォルト SID 名は PLUM で
す。Plumtree Foundation 6.x のデフォルト SID 名は PLUM10 です。

新しい SID を作成する場合は、データベースの文字セットとして AL32UTF8、各

国文字セットして AL16UTF16 を設定します。

b. お使いのプラットフォームの create_analytics_tablespaces.sql スクリプトを実行し

ます。このスクリプトは、手順 1 でコピーした oracle ディレクトリ内のプラット

フォーム別サブディレクトリに格納されています。

c. create_analytics_user.sql スクリプトを実行します。 

注意 : Oracle データベースのユーザーおよびパスワードを、スクリプトに指定されて

いるデフォルト値で作成したくない場合は、スクリプトを編集して変更します。
デフォルト ユーザーは analyticsdbuser、デフォルト パスワードは plumtree です。

create_analytics_user.sql スクリプトは、手順 1 でコピーした oracle ディレクトリに

格納されています。 

d. Oracle データベースのユーザーおよびパスワードの値を、Analytics の設定ワーク

シートに記入します。設定ワークシートは、Analytics インストールおよび設定ワー

クシート ドキュメントに含まれています。なお、これらの値は、「Analytics の設

定」で説明する手順で Analytics Configurator に設定する値です。

e. create_analytics_user.sql スクリプトを実行します。

4. 前の手順で作成した analytics ユーザーとして、次の手順を実行します。

a. create_analytics_schema.sql スクリプトを実行します。このスクリプトを実行する

と、Analytics の実行に必要なすべてのテーブルおよびインデックスが作成されま

す。create_analytics_schema.sql スクリプトは、手順 1 でコピーした oracle ディレク

トリに格納されています。 

b. install_analytics_seeddata.sql スクリプトを実行します。このスクリプトを実行す

ると、Analytics 製品の実行に必要なすべての初期データが追加されます。

install_analytics_seeddata.sq スクリプトは、手順 1 でコピーした oracle ディレクト

リに格納されています。

5. AquaLogic Interaction のインストール時に作成した ALI ユーザーとして、ポータル ス
キーマに対して portal_security_service_install.sql スクリプトを実行します。このスク

リプトを実行すると、Analytics でセキュリティ サービスを使用するために必要なすべ

てのテーブルおよび初期データが追加されます。install_analytics_seeddata.sql スクリプ

トは、手順 1 でコピーした oracle ディレクトリに格納されています。
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6. データベースに付属している分析ツールをポータル データベースに対して実行し、

データベースの効率を向上させます。

Analytics の設定

この節では、Analytics の設定方法について説明します。 

注意 : 表示される一連のコンポーネント設定ページは、これまでの手順でインストール
したコンポーネントによって異なります。

Analytics を設定するには、次の手順に従います。

1. インストールの完了時に起動したブラウザ ウィンドウに戻ります。ブラウザ ウィンド

ウを閉じてしまった場合は、Analytics Configurator を起動します。Windows の場合は、

[ スタート | プログラム | BEA | Analytics Configurator] を選択します。UNIX および 
Linux の場合は、ウェブ ブラウザで http://localhost:11944/configurator/ui/start.jsf を開き

ます。

警告 : Windows 2003 では、 IE のセキュリテ ィ設定が原因で、 Analytics Configurator で
の操作を完了できない場合があります。 その場合は、 Analytics ホスト  コン

ピュータが完全に信頼されるように IE の設定を変更して ください。
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2. 設定作業を開始するには、[Continue] をクリックします。Analytics Configurator ワー

クシートに記入した値を、以下に示す各設定ページに入力します。設定ワークシート
は、Analytics インストールおよび設定ワークシート ドキュメントに含まれています。

表 4-2  Analytics Configurator のページ

設定ページ 設定 備考

[Configure Analytics 
Database Information]

[Analytics DB]

[Analytics DB Server Name] [Use JDBC URL] を選択した場合

は表示されません。

[Analytics DB Port] [Use JDBC URL] を選択した場合

は表示されません。

[Analytics DB Name] [Use JDBC URL] を選択した場合

は表示されません。

[Analytics DB JDBC URL] [Use JDBC URL] を選択した場合

に表示されます。

[Analytics DB Username]

[Analytics DB Password]

[Use JDBC URL] JDBC URL は、標準の設定方法が

お使いの環境に適合しない場合 ( 例
えば、Oracle RAC や SQL Server ク
ラスタを使用している場合 ) にの

み使用することをお勧めします。 
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[API Service 
Information]

[API Service URL] ポータルの API Service URL は、次

のいずれかの方法で調べることが
できます。

• Plumtree Corporate Portal 5.0 で
は、[ ユーティリティの選択 ] 
ドロップダウン リストで [
ポータル サーバーの設定 ] を
選択すると、ポータル管理内の 
API Service URL が見つかりま

す。次に [ ポータル URL マ
ネージャー ] をクリックする

と、[SOAP Server URL] フィー

ルドに API Service URL が表示

されます。

• Plumtree Foundation 6.0 では、

[ ユーティリティの選択 ] ド
ロップダウン リストで [ ポー

タル設定 ] を選択すると、ポー

タル管理内の API Service URL 
が見つかります。次に [ ポータ

ル URL マネージャー ] をク

リックすると、[SOAP Server 
URL] フィールドに API Service 
URL が表示されます。

[Portal Username] ここに指定するユーザーは、すべ
てのコミュニティ、ポートレット、
ユーザー、ドキュメント、および 
Collaboration プロジェクトの選択

権限が付与されたポータル アカウ

ントでなければなりません。管理
者グループに属すユーザーを指定
することをお勧めします。

[Portal Password]

表 4-2  Analytics Configurator のページ

設定ページ 設定 備考
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[Configure Portal 
Database Information]

[Portal DB]

[Portal DB Server Name] [Use JDBC URL] を選択した場合

は表示されません。

[Portal DB Port] [Use JDBC URL] を選択した場合

は表示されません。

[Portal DB Name] [Use JDBC URL] を選択した場合

は表示されません。

[Portal DB JDBC URL] [Use JDBC URL] を選択した場合

に表示されます。

[Portal DB Username] [Portal DB Username] には、ポータ

ル データベースの作成に使用した

ユーザーを指定する必要がありま
す。

[Portal DB Password]

[Portal Version 5.0.4J]

[Use JDBC URL] JDBC URL は、標準の設定方法が

お使いの環境に適合しない場合 ( 例
えば、Oracle RAC や SQL Server ク
ラスタを使用している場合 ) にの

み使用することをお勧めします。 

表 4-2  Analytics Configurator のページ

設定ページ 設定 備考
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[Configure 
Collaboration Database 
Information] ( オプショ

ン )

[BEA AquaLogic Interaction 
Collaboration is installed in 
my portal environment.]

このオプションは、ポータル環境
に Collaboration がインストールさ

れている場合に選択します。

[Collab DB]

[Collab DB Server Name] [Use JDBC URL] を選択した場合

は表示されません。

[Collab DB Port] [Use JDBC URL] を選択した場合

は表示されません。

[Collab DB Name] [Use JDBC URL] を選択した場合

は表示されません。

[Collab DB JDBC URL] [Use JDBC URL] を選択した場合

に表示されます。

[Collab DB Username]

[Collab DB Password]

[Use JDBC URL] JDBC URL は、標準の設定方法が

お使いの環境に適合しない場合 ( 例
えば、Oracle RAC や SQL Server ク
ラスタを使用している場合 ) にの

み使用することをお勧めします。 

表 4-2  Analytics Configurator のページ

設定ページ 設定 備考
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3. 入力した設定の要約がインストーラ画面に表示されます。画面の内容を確認し、必要
に応じて変更を加えます。

4. 最後のページで [ 終了 ] をクリックします。

注意 : 入力した設定情報に基づいて接続性が検証され、正常に接続できたかどうかを示
すログがブラウザ ウィンドウに表示されます。エラーが表示された場合は、エ

ラー メッセージの指示に従うか、A-1 ページの「トラブルシューティング」を参

照してください。

[Configure Publisher 
Database Information]

( オプション )

[BEA AquaLogic Interaction 
Publisher is installed in my 
portal environment.]

このオプションは、ポータル環境
に Collaboration がインストールさ

れている場合に選択します。

[Publisher DB]

[Publisher DB Server Name] [Use JDBC URL] を選択した場合

は表示されません。

[Publisher DB Port] [Use JDBC URL] を選択した場合

は表示されません。

[Publisher DB Name] [Use JDBC URL] を選択した場合

は表示されません。

[Publisher DB JDBC URL] [Use JDBC URL] を選択した場合

に表示されます。

[Publisher DB Username]

[Publisher DB Password]

[Use JDBC URL] JDBC URL は、標準の設定方法が

お使いの環境に適合しない場合 ( 例
えば、Oracle RAC や SQL Server ク
ラスタを使用している場合 ) にの

み使用することをお勧めします。 

表 4-2  Analytics Configurator のページ

設定ページ 設定 備考
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Interaction コンポーネントのインストール

この節では、Interaction および Automation Service コンポーネントのインストール方法に

ついて説明します。 

インストール手順は、Windows、UNIX、および Linux ホストでほぼ共通です。異なる部

分については、その都度明記します。

注意 : Interaction コンポーネントを、Plumtree Analytics ポータル コンポーネント、

Analytics プラグインと呼ぶこともあります。

注意 : Interaction コンポーネントは、AquaLogic Interaction をアップグレードするたびに

再インストールする必要があります。

Interaction コンポーネントをインストールするには、次の手順に従います。 

1. AquaLogic Interaction をインストールしたときと同じユーザーで、ポータルのホスト コ
ンピュータにログインします。

2. Java で実行している場合は、アプリケーション サーバーをシャットダウンします。

3. インストーラの起動に使用するディスク領域にインストーラをコピーします。インス
トーラ ファイルは次のいずれかです。

– Windows: ptanalytics_G5.exe (Corporate Portal 5.0) または ptanalytics_G6.exe 
(Foundation 6.0)

– UNIX: ptanalytics_G5 (Corporate Portal 5.0) または ptanalytics_G6 (Foundation 6.0)

4. 不要なアプリケーションやウィンドウをすべて閉じます。

5. 次のいずれかの操作を実行します。

– Windows にインストールする場合は、インストーラ ファイルをダブルクリックし

ます。

– UNIX にインストールする場合は、インストーラ ファイルを実行します。
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6. Interaction コンポーネントのインストール ワークシートに記入した設定に従って、次

の表に示すインストール ウィザードの各ページに情報を入力します。インストール 
ワークシートは、Analytics インストールおよび設定ワークシート ドキュメントに含ま

れています。

7. ウィザードの最後のページで、[Install] をクリックします。

8. 次のいずれかの操作を実行します。

– Java で実行している場合は、アプリケーション サーバーを再起動します。その後、

ポータル アプリケーション サーバーに portal.war または portal.ear ファイルを再導

入します。

– IIS で実行している場合は、アプリケーション サーバーを再起動します。手順につ

いては、お使いのアプリケーション サーバーの資料を参照してください。

注意 : このインストールでは、インストール ディレクトリ ( 例えば C:\bea\alui) にログ 
ファイルが生成されます。インストールの間に問題が発生した場合は、このログ 
ファイルのエラー メッセージを確認してください。

表 4-3  インストール ウィザードのページ - Interaction コンポーネント

ウィザードのページ 説明

[License Agreement] ライセンス契約を確認し、承諾する必要があります。 

[Choose Components] [Interaction component] を選択します。 

[Portal Installation 
Directory]

ポータル サーバーのインストール ディレクトリ ( 例えば C:\Program 
Files\Plumtree\ptportal\6.0) を参照して選択します。

注意 : Interaction コンポーネントと Automation Service コンポーネ

ントは、同じディレクトリにインストールする必要がありま
す。そのため、両コンポーネントのインストールには同じ
ウィザード ページを使用します。

[Analytics Services - 
Fully Qualified Domain 
Name]

Analytics サービスをホストするマシン (AquaLogic Interaction をイン

ストールしたホスト コンピュータではありません ) の完全修飾ドメ

イン名を指定します。 
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Image Service コンポーネントのインス

トール

この節では、Image Service コンポーネントのインストール方法について説明します。イン

ストール手順は、Windows、UNIX、および Linux ホストでほぼ共通です。異なる部分に

ついては、その都度明記します。Image Service コンポーネントをインストールするには、

次の手順に従います。

1. ローカル管理者として、または AquaLogic Interaction のインストール時に作成した ALI 
ユーザーとして、Image Service のホスト コンピュータにログインします。

2. インストーラの起動に使用するディスク領域にインストーラをコピーします。インス
トーラ ファイルは次のいずれかです。

– Windows: ptanalytics_G5.exe (Corporate Portal 5.0) または ptanalytics_G6.exe 
(Foundation 6.0)

– UNIX: ptanalytics_G5 (Corporate Portal 5.0) または ptanalytics_G6 (Foundation 6.0)

3. 不要なアプリケーションやウィンドウをすべて閉じます。

4. インストーラ ファイルをダブルクリックします。

5. Image Service コンポーネントのインストール ワークシートに記入した設定に従って、

次の表に示すインストール ウィザードの各ページに情報を入力します。インストール 
ワークシートは、Analytics インストールおよび設定ワークシート ドキュメントに含ま

れています。

6. ウィザードの最後のページで、[Install] をクリックします。

表 4-4  インストール ウィザードのページ - Image Service コンポーネント

ウィザードのページ 説明

[License Agreement] ライセンス契約を確認し、承諾する必要があります。 

[Choose Components] [Image Service component] を選択します。 

[ インストール ディレ

クトリ ]
Image Service ファイルのインストール ディレクトリ ( 例えば 
C:\Program Files\Plumtree\ptimages) を参照して選択します。
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注意 : このインストールでは、インストール ディレクトリ ( 例えば C:\bea\alui) にログ 
ファイルが生成されます。インストールの間に問題が発生した場合は、このログ 
ファイルのエラー メッセージを確認してください。

Automation Service コンポーネントのイ

ンストール

この節では、Automation Service コンポーネントのインストール方法について説明します。

インストール手順は、Windows、UNIX、および Linux ホストでほぼ共通です。異なる部

分については、その都度明記します。 

Automation Service コンポーネントをインストールするには、次の手順に従います。

1. ローカル管理者として、または AquaLogic Interaction のインストール時に作成した ALI 
ユーザーとして、Automation Service のホスト コンピュータにログインします。

2. インストーラの起動に使用するディスク領域にインストーラをコピーします。インス
トーラ ファイルは次のいずれかです。

– Windows: ptanalytics_G5.exe (Corporate Portal 5.0) または ptanalytics_G6.exe 
(Foundation 6.0)

– UNIX: ptanalytics_G5 (Corporate Portal 5.0) または ptanalytics_G6 (Foundation 6.0)

3. 不要なアプリケーションやウィンドウをすべて閉じます。

4. インストーラ ファイルをダブルクリックします。

5. Automation Service コンポーネントのインストール ワークシートに記入した設定に

従って、次の表に示すインストール ウィザードの各ページに情報を入力します。イン

ストール ワークシートは、Analytics インストールおよび設定ワークシート ドキュメン

トに含まれています。 

表 4-5  インストール ウィザードのページ - Automation Service コンポーネント

ウィザードのページ 説明

[License Agreement] ライセンス契約を確認し、承諾する必要があります。 
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6. ウィザードの最後のページで、[Install] をクリックします。

注意 : このインストールでは、インストール ディレクトリ ( 例えば C:\bea\alui) にロ

グ ファイルが生成されます。インストールの間に問題が発生した場合は、このロ

グ ファイルのエラー メッセージを確認してください。

7. インストールが完了すると、Automation Service をインストールしたマシンの 
Analytics Configurator が起動します。4-8 ページの「Analytics の設定」の説明に従っ

て、表示された設定ページでの作業を完了します。

[Choose Components] [Automation Service component] を選択します。 

[Portal Installation 
Directory]

ポータル サーバーのインストール ディレクトリ ( 例えば C:\Program 
Files\Plumtree\ptportal\6.0) を参照して選択します。

注意 : Automation Service コンポーネントと Interaction コンポーネ

ントは、同じディレクトリにインストールする必要がありま
す。そのため、両コンポーネントのインストールには同じ
ウィザード ページを使用します。

表 4-5  インストール ウィザードのページ - Automation Service コンポーネント

ウィザードのページ 説明
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Analytics サービスおよびポータル サービ

スの開始

この節では、Analytics サービスおよびポータル サービスの開始について説明します。オ

ペレーティング システムに応じた手順を実行してください。

Windows での Analytics サービスおよびポー

タル サービスの開始

Analytics サービスおよびすべての Analytics コンポーネントのインストールが完了したら、

以下の操作を実行します。

BEA AquaLogic Interaction Analytics サービスが開始されていることを確認します。そ

のためには、Windows のコントロール パネルで [ 管理ツール | サービス ] を選択しま

す。Analytics サービスが開始されていない場合は、サービスを右クリックして [ 開始 ] 
を選択します。

BEA AquaLogic Interaction Analytics Collector サービスが開始されていることを確認し

ます。そのためには、Windows のコントロール パネルで [ 管理ツール | サービス ] を
選択します。Analytics Collector サービスが開始されていない場合は、サービスを右ク

リックして [ 開始 ] を選択します。

UNIX および Linux での Analytics サービスお

よびポータル サービスの開始

Analytics サービスおよびすべての Analytics コンポーネントのインストールが完了したら、

以下の操作を実行します。

BEA AquaLogic Interaction Analytics サービスが開始されていることを確認します。

<PT_HOME>/ptanalytics/2.0/bin/analyticsd.sh start
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BEA AquaLogic Interaction Analytics Collector サービスが開始されていることを確認し

ます。
<PT_HOME>/ptanalytics/2.0/bin/collectord.sh start

ポータルへの Analytics の登録

この節では、Analytics Console、リモート サーバー、ウェブ サービス、およびポートレッ

ト オブジェクトを、6.x ポータルに登録する方法について説明します。 

5.x ポータルでの移行パッケージのインポートについては、『プラムツリー コーポレート 
ポータル管理者用ガイド』を参照してください。5.x 移行パッケージのファイル名は、

analytics5.pte です。

Analytics オブジェクトをポータルに登録するには、次の手順に従います。

1. 管理者ポータルにログインします。

2. [ 管理 ] をクリックします。

3. [ ユーティリティの選択 ] ドロップダウン リストから [Migration | Import] を選択しま

す。

4. 移行パッケージの格納場所を参照して選択します。インストール時にデフォルトのま
まにした場合、Analytics ホストでの格納場所は 
<PT_HOME>\ptanalytics\2.0\serverpackages\analytics6.pte です。

5. [Load Package] をクリックします。

6. 次のいずれかの操作を実行します。

– 移行パッケージを初めてインポートする場合は、[Import Settings] での選択肢をデ

フォルトのままにしておきます。デフォルトで選択されているのは、[Import 
ACLs] と [Remember Dependency Settings] です。

– 以前に移行パッケージをインポートしており、もう一度インポートしたい場合は、
選択肢をデフォルトのままにした上で [Overwrite Remote Servers] チェック ボッ

クスをチェックします。

7. 移行エディタの左側にある [Portal Resources] をクリックします。

8. インポートするオブジェクトを選択します。
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9. [ 終了 ] をクリックします。

Automation Service への Analytics ジョブ

の追加

この節では、Automation Service にすべての Analytics ジョブを追加する方法について説明

します。Analytics ジョブは、Automation Service に追加することで自動的に実行できます。

Automation Service に Analytics ジョブを追加するには、次の手順に従います。

1. 管理者ポータルにログインします。

2. [ 管理 ] をクリックします。

3. [ ユーティリティの選択 ] ドロップダウンから [Automation Service] を選択します。

Automation Service マネージャーが表示されます。

4. Automation Service がオンラインになっていることを確認します。

5. [Edit Automation Services] で、Analytics ジョブがインストールされているコンピュー

タの名前をクリックします。

[ フォルダの登録 ] ウィンドウが表示されます。

6. [ フォルダの追加 ] をクリックします。

[ ジョブ フォルダの追加 ] ウィンドウが表示されます。

7. [Analytics] フォルダを展開します。

8. [Analytics Jobs] フォルダを選択します。

9. [OK] をクリックして [ フォルダの登録 ] ウインドウを閉じます。

10. [ 終了 ] をクリックします。

Automation Service によって Analytics ジョブが実行されます。Analytics ジョブを 
Automation Service に追加したときに、他の Automation Service ジョブがキューに入っ

ているか実行中である場合、追加した Analytics ジョブはそれらのジョブが完了した後

に実行されます。
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11. しばらく時間を置いてから、追加した Analytics ジョブが正常に完了したかどうかを確

認します。正常に完了していない Analytics ジョブがあった場合は、それらのジョブが

再実行されるようにスケジュール設定します。
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5

アップグレード

この章では、Analytics のアップグレード方法について説明します。この章には以下の節が

含まれています。

アップグレード パス

Analytics バージョン 1.2 から Analytics 2.0 へのアップグレード

Analytics バージョン 1.1 から 2.0 へのアップグレード

アップグレード パス

次の表に、Analytics でサポートされているデータベース アップグレード パスをまとめま

す。

この節では、以下のトピックについて説明します。

表 5-1  アップグレード パス

アップグレード パス アップグレードに関する資料

1.2 から 2.0 この章の手順に従ってください。

1.1 から 2.0 この章の手順に従ってください。
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Analytics バージョン 1.2 から Analytics 2.0 へのアップグレード

Analytics バージョン 1.1 から 2.0 へのアップグレード

Analytics バージョン 1.2 から Analytics 
2.0 へのアップグレード

この節では、Analytics 1.2 から Analytics 2.0 にアップグレードする方法について説明しま

す。

Analytics 1.2 から Analytics 2.0 にアップグレードするには、次の手順に従います。

1. Plumtree Analytics サービスが実行中でないことを確認します。

– Windows の場合 : Windows のコントロール パネルで [ 管理ツール | サービス ] を選

択します。Analytics サービスが実行中である場合は、サービスを右クリックして 
[ 停止 ] を選択します。

– UNIX の場合 : <PT_HOME>/ptanalytics/1.2/bin/analyticsd.sh stop コマンドを使用し

ます。

2. Plumtree Analytics Collector サービスが実行中でないことを確認します。 

– Windows の場合 : Windows のコントロール パネルで [ 管理ツール | サービス ] を選

択します。Analytics Collector サービスが実行中である場合は、サービスを右ク

リックして [ 停止 ] を選択します。

– UNIX の場合 : <PT_HOME>/ptanalytics/1.2/bin/collectord.sh stop コマンドを使用し

ます。

3. PT_HOME\common\container\tomcat\5.0.28\work ディレクトリ内の Analytics フォルダ

を削除します。

4. Analytics サービスをインストールします。詳細については、4-2 ページの「Analytics 
サービスのインストール」を参照してください。インストール ディレクトリを指定す

る画面が表示されます。既存のソフトウェアと同じ場所にインストールする場合は、
デフォルトのインストール ディレクトリをそのまま使用します。 
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注意 : スクリプト ファイル sync.bat は削除されます。AnalyticsRunJobs.bat ファイル

が追加され、Automation Service ジョブとして自動的に実行されるようにスケ

ジュール設定されます。

5. 次に示す upgrade_1.x_to_2.0.sql スクリプトを実行して Analytics データベースをアッ

プグレードします。

<PT_HOME>\ptanalytics\2.0\sql\<database>\upgrade_1.x_to_2.0.sql 

6. portal_security_service_install.sql 設定スクリプトを、ポータル データベースに対して実

行します。このスクリプトは、<PT_HOME>\ptanalytics\2.0\sql\mssql\ に格納されてい

ます。

7. Analytics Configurator を起動して Analytics を再設定します。詳細については、

4-8 ページの「Analytics の設定」を参照してください。

8. 次のスクリプトを実行して Analytics データベースをパーティション化します。

– AnalyticsPartition.bat (Windows)
<PT_HOME>\ptanalytics\2.0\bin\AnalyticsPartition.bat

– AnalyticsPartition.sh (UNIX)
<PT_HOME>/ptanalytics/2.0/bin/AnalyticsPartition.sh

partition.log ファイルには、パーティション化の進行状況がリアルタイムで表示されま

す。このログは、次のディレクトリに格納されています。

– C:\bea\alui\ptanalytics\2.0\logs (Windows)

– /opt/bea/alui/ptanalytics/2.0/logs (UNIX/Linux)

次の表に、Analytics データベースのパーティション化のおおよその所要時間をまとめ

ます。

表 5-2  Analytics データベースのパーティション化の所要時間 - Analytics 1.2 から 2.0

ファクトの総数 パーティション化の所要時間

1,000 万 12.5 分

2,000 万 25 分

5,000 万 62.5 分

1 億 2 時間 5 分

5 億 10 時間 50 分
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9. (Oracle のみ ) データベースに付属している分析ツールを Analytics データベースと

ポータル データベースの両方に対して実行し、データベースの効率を向上させます。

10. Interaction コンポーネントをインストールします。詳細については、4-14 ページの

「Interaction コンポーネントのインストール」を参照してください。

11. Image Service コンポーネントをインストールします。詳細については、4-16 ページの

「Image Service コンポーネントのインストール」を参照してください。

12. Analytics サービスを一旦停止してから再開します。詳細については、4-19 ページの

「Analytics サービスおよびポータル サービスの開始」を参照してください。

13. 移行パッケージをインポートして、Analytics アプリケーション、リモート サーバー、

ウェブ サービス、およびポートレットをポータルに登録します。この操作を 6.x ポー

タルで実行する場合は、4-20 ページの「ポータルへの Analytics の登録」を参照してく

ださい。5.x ポータルでの移行パッケージのインポートについては、『プラムツリー 
コーポレート ポータル管理者用ガイド』を参照してください。

14. Automation Service コンポーネントをインストールします。詳細については、4-17 ペー

ジの「Automation Service コンポーネントのインストール」を参照してください。

15. Automation Service に Analytics ジョブを追加します。詳細については、4-21 ページの

「Automation Service への Analytics ジョブの追加」を参照してください。
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Analytics バージョン 1.1 から 2.0 へのアッ

プグレード

この節では、Analytics 1.1 から Analytics 2.0 にアップグレードする方法について説明しま

す。

Analytics 1.1 から Analytics 2.0 にアップグレードするには、次の手順に従います。

1. Plumtree Analytics サービスが実行中でないことを確認します。

– Windows の場合 : Windows のコントロール パネルで [ 管理ツール | サービス ] を選

択します。Analytics サービスが実行中である場合は、サービスを右クリックして 
[ 停止 ] を選択します。

– UNIX の場合 : <PT_HOME>/ptanalytics/1.1/bin/analyticsd.sh stop コマンドを使用し

ます。

2. Plumtree Analytics Collector サービスが実行中でないことを確認します。 

– Windows の場合 : Windows のコントロール パネルで [ 管理ツール | サービス ] を選

択します。Analytics Collector サービスが実行中である場合は、サービスを右ク

リックして [ 停止 ] を選択します。

– UNIX の場合 : <PT_HOME>/ptanalytics/1.1/bin/collectord.sh stop コマンドを使用し

ます。

3. PT_HOME\common\container\tomcat\5.0.28\work ディレクトリ内の Analytics フォルダ

を削除します。

4. Analytics サービスをインストールします。詳細については、4-2 ページの「Analytics 
サービスのインストール」を参照してください。インストール ディレクトリを指定す

る画面が表示されます。既存のソフトウェアと同じ場所にインストールする場合は、
デフォルトのインストール ディレクトリをそのまま使用します。 

注意 : スクリプト ファイル sync.bat は削除されます。AnalyticsRunJobs.bat ファイル

が追加され、Automation Service ジョブとして自動的に実行されるようにスケ

ジュール設定されます。

5. upgrade_1.x_to_2.0.sql スクリプト 
(<PT_HOME>\ptanalytics\2.0\sql\<database>\upgrade_1.x_to_2.0.sql) を実行して 
Analytics データベースをアップグレードします。
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6. portal_security_service_install.sql 設定スクリプトを、ポータル データベースに対して実

行します。このスクリプトは、<PT_HOME>\ptanalytics\2.0\sql\mssql\ に格納されてい

ます。

7. Analytics Configurator を起動して Analytics を再設定します。詳細については、

4-8 ページの「Analytics の設定」を参照してください。

注意 : 1.1 から 2.0 へのアップグレード中に Analytics Configurator を実行する場合は、

すべてのデータベースで API サービス URL およびパスワードを再入力する必要が

あります。

8. 次のスクリプトを実行して Analytics データベースをパーティション化します。

– AnalyticsPartition.bat (Windows): 
<PT_HOME>\ptanalytics\2.0\bin\AnalyticsPartition.bat

– AnalyticsPartition.sh (UNIX): 
<PT_HOME>/ptanalytics/2.0/bin/AnalyticsPartition.sh

collector.log ファイルには、パーティション化の進行状況がリアルタイムで表示されま

す。このログは、次のディレクトリに格納されています。
<PT_HOME>\ptanalytics\2.0\logs\collector.log

次の表に、Analytics データベースのパーティション化のおおよその所要時間をまとめ

ます。

9. (Oracle のみ ) データベースに付属している分析ツールを Analytics データベースと

ポータル データベースの両方に対して実行し、データベースの効率を向上させます。

10. Interaction コンポーネントをインストールします。詳細については、4-14 ページの

「Interaction コンポーネントのインストール」を参照してください。

表 5-3  Analytics データベースのパーティション化の所要時間 - Analytics 1.1 から 2.0

ファクトの総数 パーティション化の所要時間

1,000 万 12.5 分

2,000 万 25 分

5,000 万 62.5 分

1 億 2 時間 5 分

5 億 10 時間 50 分
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注意 : Analytics 2.0 へのアップグレードでは、ポータル サーバーから Analytics Service 
サーバーへのイベント メトリクスの送信に使用するポートが 31314 に変更されま

す。ポータル サーバーと Analytics Service サーバーの間の 31314 ポートが開かれて

いることを確認してください。Analytics で使用するその他のポートの一覧につい

ては、2-4 ページの「Analytics で必要なポート」を参照してください。

11. Image Service コンポーネントをインストールします。詳細については、4-16 ページの

「Image Service コンポーネントのインストール」を参照してください。

12. Analytics サービスを一旦停止してから再開します。詳細については、4-19 ページの

「Analytics サービスおよびポータル サービスの開始」を参照してください。

13. 移行パッケージをインポートして、Analytics アプリケーション、リモート サーバー、

ウェブ サービス、およびポートレットをポータルに登録します。この操作を 6.x ポー

タルで実行する場合は、4-20 ページの「ポータルへの Analytics の登録」を参照してく

ださい。5.x ポータルでの移行パッケージのインポートについては、『プラムツリー 
コーポレート ポータル管理者用ガイド』を参照してください。

14. Automation Service コンポーネントをインストールします。詳細については、4-17 ペー

ジの「Automation Service コンポーネントのインストール」を参照してください。

15. Automation Service に Analytics ジョブを追加します。詳細については、4-21 ページの

「Automation Service への Analytics ジョブの追加」を参照してください。
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A

トラブルシューティング

この付録では、インストールおよび設定のプロセスにおいて問題が発生した場合のトラブ
ルシューティングについて説明します。以下のトピックについて説明します。

インストール ログおよび設定ログの概要

インストール時および設定時の一般的な問題のトラブルシューティング

注意 : Analytics の実行時のトラブルシューティングについては、『BEA AquaLogic 
Interaction Analytics 管理者用ガイド』を参照してください。
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インストール ログおよび設定ログの概要

次の表に、Analytics のインストール時および設定時のトラブルシューティングに使用でき

るログについての説明と格納場所をまとめます。個別のログ ファイルは日付別に生成さ

れ、その日に発生したアクティビティを記録します。

表 A-1  Analytics のインストール時および設定時のトラブルシューティングに使用するログ

ログ 説明 格納場所およびプラットフォーム

AquaLogic_Interaction_
Analytics_<version>_
InstallLog.log

Analytics のインストール

時のアクティビティおよ
びエラーの詳細を提供し
ます。

• C:\bea\alui 
(Windows)

• /opt/bea/alui
(UNIX/Linux)

ptanalytics_deploy.log Analytics のインストール

時のその他のアクティビ
ティおよびエラーの詳細
を提供します。

• C:\bea\alui 
(Windows)

• /opt/bea/alui
(UNIX/Linux)
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configurator.log Analytics Configurator の
アクティビティおよびエ
ラーの詳細を提供します。

• C:\bea\alui\ptanalytics\2.0\logs 
(Windows)

• /opt/bea/userinteraction/ptanalytics/2.0/logs 
(UNIX/Linux)

partition.log Analytics データベースの

アップグレード時の初期
パーティション化に関わ
るアクティビティおよび
エラーの詳細を提供しま
す。初期パーティション
は、AnalyticsPartition.bat 
スクリプト (Windows) ま
たは AnalyticsPartition.sh 
スクリプト (UNIX) を実行

して作成します。

注意 : collector.log ファ

イルは、Analytics 
の実行時に発生す
る定期的なパー
ティション化に関
わるアクティビ
ティおよびエラー
の詳細を提供しま
す。詳細について
は、『BEA 
AquaLogic 
Interaction 
Analytics 管理者

用ガイド』を参照
してください。

• C:\bea\alui\ptanalytics\2.0\logs 
(Windows)

• /opt/bea/userinteraction/ptanalytics/2.0/logs 
(UNIX/Linux)

表 A-1  Analytics のインストール時および設定時のトラブルシューティングに使用するログ

ログ 説明 格納場所およびプラットフォーム
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インストール時および設定時の一般的な問
題のトラブルシューティング

次の表では、インストール時および設定時の一般的な問題と、その解決策について説明し
ます。

表 A-2  インストール時および設定時の一般的な問題とその解決策

問題の説明と詳細 原因と解決策

• 問題 : Configurator による設定

接続性のテストでエラーが発
生する。

• 詳細 : Analytics Configurator 
での作業を完了すると、接続
性がテストされてエラーが生
成される。

• 原因 : Configurator に提供された情報が正しくな

い。

• 解決策 : スペル、大文字小文字など、Configurator 
に提供される情報が正しいことをもう一度確認し、
Configurator を再実行します。
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B

Analytics のアンインストール

この節では、Analytics のアンインストール方法について説明します。

Windows での Analytics のアンインス

トール

Windows で Analytics をアンインストールするには、次の手順に従います。

Windows のコントロール パネルの [プログラムの追加と削除] ユーティリティを使用し

て、Analytics のアンインストール ウィザードを起動します。
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UNIX/Linux での Analytics のアンインス

トール

UNIX および Linux プラットフォームで Analytics をアンインストールするには、次のいず

れかを実行します。

Analytics 2.0 にアップグレードした場合は、

/opt/plumtree/uninstall/ptanalytics/2.0/Uninstall_Plumtree_Analytics を実行して Analytics 
2.0 のアンインストーラを起動します。

Analytics 2.0 をインストールした場合 (Analytics 2.0 にアップグレードしていない場合) 
は、/opt/bea/userinteraction/uninstall/ptanalytics/2.0/Uninstall_Plumtree_Analytics を実行

します。
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